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 第６章では、起動表現 get V-ing, get to V-ing, fall to V-ing, set to V-ingの統語的・意味的特徴
を比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。まず、get V-ing は going, 
crackingなどを伴い行為の開始をほかの人に促す場面で好んで用いられる傾向がみられた。次に、
get to V-ingは状態動詞 thinkingや継続動詞 talkingを伴い、段階的変化および行為の継続を表
すという意味的特徴がみられた。また、fall to V-ing は継続動詞の中でも感情に関わる動詞
laughing, arguing, weepingなどを伴い、瞬間的変化および行為の継続を表す意味的特徴がみら
れた。最後に、set to V-ingには身体的・具体的行為を表す動詞 gathering, making, diggingなど
を伴い、瞬間的変化を表すという意味特徴が見られた。段階的な変化を表す get to V-ingでは状
態動詞が使用可能であるのに対して、変化を表さない get V-ingと瞬間的変化を表す fall to V-ing, 
set to V-ingでは状態動詞は使用されないことを主張している。 
 第７章では、起動表現 begin to V, start to V, begin V-ing, start V-ingの統語的・意味的特徴を
比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。この章では、共起する副詞を
量的に比較することで意味を特定する方法を用いて、(i) begin to Vは主に段階的変化を表すが、
start to Vは主に瞬間的変化を表すこと、(ii) begin V-ingは主に行為が継続する過程を表すのに
対して、start V-ingは主に行為の突然の開始を表すことを主張している。また、begin to Vは段
階的変化を表し、状態動詞とよく一緒に用いられる理由は begin が過程を焦点化する語であり、
to Vが変化を表す意味特性を持つことに起因する。一方、start to Vが瞬間的変化を表し、瞬間
動詞と共起しやすいのは、startが突然の運動の開始を表す語であることに起因する。一方、動名
詞を従える begin V-ing, start V-ingが状態動詞と共起しにくい傾向にあるのは、段階的変化を表
さないことに起因する。そして begin V-ingで継続動詞が好んで用いられ、start V-ingでは瞬間
動詞が好んで用いられる理由に、beginが過程を焦点化する語であり, startが突然の運動の開始
を表す語であることに起因することを主張している。 
第８章では、起動表現 grow to V, proceed to V, commence to V, commence V-ing, resume V-
ing の統語的・意味的特徴を比較しながら、それぞれの表現の意味的相違について論じている。
まず、grow to Vは段階的変化を表し、状態動詞の中でも思考や嗜好を表す動詞 love, know, hate, 
understandなどが共起しやすい。また、proceed to Vは瞬間的変化を表し、継続動詞の中でも伝
達動詞 tell, demonstrateなどと共起しやすい。次に、commence to Vは瞬間的変化を表し、瞬間
動詞および継続動詞と共起しやすいという特徴がみられた。その一方、V-ing を従える表現は変




第９章では、まず起動動詞全体を考察したことで明らかになった構文 to V, V-ing, to V-ingの持




よび行為の継続する過程を表す get to V-ingのような表現と、(vi) 瞬間的変化を表す表現 fall to 




to V, to V-ingを従えて段階的変化を表す表現と状態動詞との共起可能性が高い傾向にあることを
指摘した。また、両者が共起しやすい理由として、状態動詞が進行形で用いられた際に段階的変














ば、再開を表す resume の意味は resume V-ing がとる動詞の性質と関係しているのかどうかも
検討していく必要がある。最後に、本研究では扱いきれなかった起動表現を含めた類義表現の意
味の相違を研究することも今後の研究課題の一つに挙げている。 
